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企業情報

ライフサイエンスとテクノロジーの進歩を追求しながら独自の研究を進め、高
度な技術とユニークな視点で様々な医薬品を開発・提供している協和キリン株
式会社。キリングループ全体がスポーツ振興に取り組む中、協和キリンでは伝
統の卓球部による障がい者交流などを長年行っています。

協和キリン株式会社

“仕事と卓球の両立”がモットー
卓球を原動力に共生社会の実現を目

指す

1974年創部の卓球部を有する協和キリンが、本格的
なパラスポーツ支援に取り組むこととなったきっかけは
2011年の東日本大震災（当時は協和発酵キリン株式会
社）。キリングループの復興応援として「キリン絆プロジェ
クト」が立ち上がり、同社では医療サポートのほか、卓
球イベントの開催や卓球台寄贈などの支援を担うこと
になった。
人事サポートグループで、卓球部の監督や日本卓球リー
グ実業団連盟の専務理事も兼任する佐藤真二氏は、プ
ロジェクト設立当時を振り返る。
「『キリン絆プロジェクト』は3年間のプロジェクトで、当
社では卓球で復興支援に貢献できないかと。そこで東
北や茨城など、72の被災地を回り卓球イベントを開催
しました。」（佐藤監督）
プロジェクト自体は3年で終えたものの同社は活動を
継続。佐藤監督をはじめ卓球部は、改めて復興支援を
開始した。東北で試合が行われた際は、その翌日に障

東北復興のために卓球を通じた
交流で支援

がい者スポーツセンターや特別支援学校、ろう学校を
回るなど、卓球を通じたパラスポーツ交流を行ってきた。
現在はその活動範囲を全国に広げている。

イベントは監督と選手全員で参加。デモンストレーショ
ンからはじまり、選手が各テーブルについて参加者と一
緒に体験したり、練習試合を行ったり。学校によってプ
ログラムを変えることもあれば、ろう学校の場合は事前
に手話を覚えて自己紹介するなど、よりよいコミュニケー
ションを生むために工夫をしているとのこと。

「以前訪れた地域で大会があった際に、当時の生徒さ
んが応援に来てくれることがあり、それは何にも代えが
たい、選手たちの励みになっています。」（佐藤監督）

同社卓球部にはパラアスリートである岩渕幸洋選手が
所属している。岩渕選手を迎えた理由には佐藤監督の
強い想いがあったという。
「私はこれまで、多くのオリンピアンやデフリンピックの
選手も育ててきました。ただパラリンピアンはまだだっ
たので、ぜひパラアスリートと一緒に戦いたいと思いま
した。岩渕は障がいの軽いクラス（クラス９）で、健常者
と一緒に練習することも可能。そういった想いと熱意
を持って彼に声をかけたところ、当社を選んでくれまし
た。」（佐藤監督）
基本的には障がいの有無にかかわらず、チーム全員が
練習や試合に帯同。その中で活躍する岩渕選手の姿に
はチームメイトも触発され、良い刺激になっているとか。

 「監督の立場でいえば、岩渕のマインドは、選手の人間
教育や人格形成、チームの技術向上につながっています。
また、一般社員にとっても岩渕をはじめとするチームの
活躍が、自社のエンゲージメントやブランド向上にもなり
ますし、岩渕の職場では、彼を応援するために休みを取っ
て自費で試合に駆け付けることもあります。」（佐藤監督）

パラアスリートの加入がチームや
社内に良い刺激に

企業とアスリートとの立ち位置について、たとえば選手
が引退したあとの雇用は企業姿勢のひとつであり、ブラ
ンディングにも関係しているという。
「選手の引退後の雇用は対象アスリートのセカンドキャ
リアのためだけではありません。その姿勢が『人を大事
にする会社である』というパブリックイメージとなり、企
業ブランドになっていくのではないでしょうか。多くの
企業様に障がい者雇用という枠を超え、健常者と同様
に積極的な人材登用をしていただきたいと思いますし、
当社も岩渕が目指す2024年パリ大会の支援はもちろ
ん、以降の活動も全力でサポートし続けていきます。」（佐
藤監督）

 卓球をひとつの原動力に、共生社会の実現を目指す
協和キリンの姿勢と取り組みに、これからも目が離せ
ない。

人を大事にする企業姿勢

佐藤監督

交流の様子

岩渕選手

さらなるパラスポーツの発展のために、障がい者
スポーツだけではない、一生の生涯スポーツとし
ての価値をアピールできるように横の連携を強め
ていきたい。さらに、卓球教室や体験交流などの
イベントをオンラインでも行えるようにし、より活
動範囲を広げていきたい。（佐藤監督）

今後の取組について
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